
 

          ◇ 広 地 紀 彰 君 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員、登壇願います。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 議席番号13番、会派しん、広地紀彰です。通告に基づき、町長に対し

２項目６点にわたって質問してまいります。 

 １、住み続けられる白老について。 

 （１）、地域公共交通の利用実績と成果、課題とその対応について伺います。 

 （２）、介護・生活支援事業者の位置づけと実態把握、課題を伺います。 

 （３）、住み続けられる白老に向けた意見聴取の手段と反映の在り方について伺います。 

〇議長（小西秀延君） 大塩町長。 

          〔町長 大塩英男君登壇〕 

〇町長（大塩英男君） 「住み続けられる白老」についてのご質問であります。 

 １項目めの「地域公共交通の利用実績と成果、課題とその対応」についてであります。 

 令和４年度では、地域循環バス「元気号」が1万5,360人、デマンドバス「カムイ号」が1万

5,459人、交流促進バス「ぐるぽん」が8,697人のご利用をいただくなど、徐々に町民の皆様に

浸透し、利用促進が図られていると考えております。 

 一方で、自家用有償運送事業は、原則として交通空白地帯に限定され、民間事業者を含めた

協議会の合意に基づいて運行していることから、現下の多様なニーズの全てには対応できない

状況にあることが課題と考えております。 

 ２項目めの「介護・生活支援事業者の位置づけと実態把握、課題」についてであります。 

 介護・生活支援事業者は地域包括支援ケアシステムにおいて重要な役割を担っているものと

考えており、高齢化の進展とともに今後ますますその必要性は高まるものと認識しております。 

 介護・生活支援事業者の方々とは、いろいろな機会を通じ、意見交換させていただき、実態

把握に努めております。 

 課題としては、ドライバーなどの人材の確保であると捉えております。 

 ３項目めの「住み続けられる白老に向けた意見聴取の手段と反映の在り方」についてであり

ます。 

 本年度から実施したタウンミーティングをはじめ、地区ブロック会議や町内会要望など町民

の皆様との対話を通じて、各種施策の検討、反映に努めてまいります。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。端的に伺います。白老町が考える地域公共交通の目

的とは何ですか。 

〇議長（小西秀延君） 冨川政策推進課長。 

〇政策推進課長（冨川英孝君） 地域公共交通の目的としては、やはり町民の皆様の移動をし

っかり暮らしの中でかなえていくことと考えてございます。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 



 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。確認の意味を込めて、より具体的に伺いたいと思い

ます。白老町地域公共交通網形成計画によると、急速な高齢化やウポポイ開業に合わせた観光

資源ネットワーク化という視点を踏まえ、多様なニーズに応え、かつ持続可能な交通手段確保

と住みよいまちづくりに寄与することを目的と定めています。この目的の達成のため、６つの

基本的な方向性を定めて事業実施に取り組んでいるという認識でよろしいでしょうか。 

〇議長（小西秀延君） 冨川政策推進課長。 

〇政策推進課長（冨川英孝君） 基本的には地域公共交通網形成計画に定めているとおり進め

てまいりたいと考えてございます。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。個別の公共交通経路の議論に入る前に、関連事業と

して１点伺いますが、地域公共交通共通回数券、この予算の執行状況や成果の押さえはどのよ

うになっていますか。 

〇議長（小西秀延君） 冨川政策推進課長。 

〇政策推進課長（冨川英孝君） 回数券の関係でございます。回数券につきましては、令和４

年度の実績といたしまして当初予算158万4,000円でこの間免許の返納、そういった取扱いもご

ざいまして、３月までに278万4,000円、最終的な予算額は278万4,000円となってございます。

決算額につきましては268万8,800円で、トータル、当初予算に対しましては執行率169.7％、最

終予算に対しましては96.6％ということで、回数券の投入によって多様な皆さんにご利用いた

だけたのかなと感じてございます。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。この事業は、タクシー、バス、公共交通、そして福

祉有償運送の全てで使える非常に使い勝手のいい事業と捉えています。当初予算確保はもちろ

んのこと、今後も利用状況に呼応した柔軟な補正対応を行って、もっと町民生活の足を守る姿

勢を具現化すべきと考えますが、いかがですか。 

〇議長（小西秀延君） 冨川政策推進課長。 

〇政策推進課長（冨川英孝君） まず、事業の執行に当たりましては、適切な予算の見積もり

を行って必要な予算についてご提案をさせていただきたいと考えてございます。ただ、一方で

は、執行状況、予想を上回るご利用だとか、そういった場合については速やかに補正対応等を

行えるように努めてまいりたいと考えてございます。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。購入のしやすさを望む声が、私はこのたび選挙戦の

中で様々な町民の皆様と交流した中で望む声を伺いました。保険証をあまり持ち歩きたがらな

い。やっぱり大事なものだという認識で、ふだんから保険証を持ち歩いているわけではないか



 

ら、一度購入したときに、次以降に購入するときに毎回毎回保険証等の身分確認が必要な部分

の改善を望む声、また郵便局で主に取り扱っていると認識しておりますが、郵便局に買いに行

くのにタクシーや有償運送を使って行くというマッチポンプ的な、現実にこういったようなお

話がありました。コンビニエンスストアで扱ってほしいといった町民の声もいろいろとありま

した。こういった町民ニーズを捉えて、さらなる販売箇所の拡充を求める声に対する対応の考

えを伺いたいと思います。 

〇議長（小西秀延君） 冨川政策推進課長。 

〇政策推進課長（冨川英孝君） ご利用を高めていくためには、そういった回数券の取扱いに

ついても拡大していくということの必要性については認識してございます。現状は、町民であ

るという確認ですとか、そういったもののために様々な本人確認をさせていただくというのが

手続上必要になっているというような状況でございますが、その辺については引き続き検討を

進めてまいりたいなと思ってございます。 

 また、販売箇所ということにつきましては、現状は郵便局ということで、その他もろもろと

いう中は引き続きお声としてお伺いさせていただきたいなと思っておりますが、現状は１月か

ら新たに簡易郵便局１か所を増やせるように取組を進めておりますので、そういった中ではで

きるだけ環境の充実ということで様々なことについては考えてまいりたいと考えてございま

す。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。簡易郵便局は、町なかの簡易郵便局ですよね。そち

らも大変あったのです。買物のついでに回数券を購入できればいいという願いが一歩かなえら

れるのかなと押さえております。 

 この事業の関係を整理していきたいと考えています。デマンドバス「カムイ号」の号別実績

と事業評価、あと１台当たりの乗降者数の平均値、出せる範囲で結構です。それぞれのまず評

価と実績について伺います。 

〇議長（小西秀延君） 冨川政策推進課長。 

〇政策推進課長（冨川英孝君） デマンドバスカムイ号につきましては、それぞれ地区ごとに、

４号のバスを走らせております。それぞれ、北吉原、萩野、鉄北が5,866名の方、竹浦、虎杖浜

が3,007名の方、石山、萩野の鉄北が4,390名の方、それから社台地区においては2,196名の方で、

トータルが１万5,459名の方にご利用いただいてございます。 

 デマンドバスにつきましては、令和３年のダイヤ改正のときに竹浦ですとか字地区について

はおおむねデマンドバスで対応するというような改正をさせていただきまして、まだ依然とし

ていろいろな課題はあるとは思いますけれども、徐々に登録人数も増えてございますし、ご利

用にもつながってきているという実感がございますので、今後の高齢化を含めて、各地域にご

自宅までお伺いしてという部分については非常に大きな効果のある事業ではないかなと思って

おりますので、そういった充実には努めてまいりたいと考えてございます。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 



 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。号別の実績は押さえていますか。押さえていなけれ

ばそれで結構ですけれども、私が担当課とのヒアリングを重ねる中で、たしか１号当たりの実

績で１人を下回る便はなかったのではないのかと、逆に多い便では３人とか、ある程度の乗車

実績があるのかなというような押さえです。傾向でも結構です。その辺りの実績、教えていた

だける範囲で結構ですから。 

〇議長（小西秀延君） 冨川政策推進課長。 

〇政策推進課長（冨川英孝君） まず、すみません、先ほど来実績としてご答弁申し上げてい

ますのは令和４年度実績ということでご理解賜りたいと考えてございます。 

 そういった中で、カムイ号につきましては全体を通しまして１便当たり平均で2.1人というよ

うな利用実績になってございます。一番多い部分でいいますと北吉原、萩野の鉄北というよう

なことになろうかなと思いますが、こちらが１便当たり平均しますと年間で2.6名の方が乗車い

ただいていると。それから、一番少ないものでいいますと、社台地区というのは人口の張りつ

きも少ないということも含めて言いますけれども、社台地区については平均は年間通して1.6名

ということで、ここの地区については１便当たり各月とも２名を超えるというような平均の取

扱いですけれども、実績としては２名を下回るような状況になってございます。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。このデマンドバスですけれども、ほかにも公共交通

がいろいろある中で利用率を一定程度保っている。それから、若干の向上も見られる利用率の

高さだなと捉えています。これは、すなわち町民ニーズというような位置づけではないかと考

えております。これまで町は、導入以来４台体制まで拡充し、地域も課長の答弁にもあったと

おり、字とつく虎杖浜から竹浦、北吉原、萩野、石山まで白老中心地以外を網羅するネットワ

ークを築いた点は評価できます。このデマンド交通を利用者の声に即したさらなる改善を目指

すべきではないかと感じております。 

 選挙戦中、乗降箇所の増加を訴える声が相当ありました。一例を申し上げると、竹浦、虎杖

浜からの便の方は途中の萩野で降りられるようにしてほしいと、何だかんだ白老まで行かなけ

れば駄目になってしまうと。萩野で用事がある。萩野に歯医者がある。そういったようなニー

ズもあるということを伺っております。また、病院帰り、少なくとも私が選挙戦中に伺ってい

る中で最も高かったのは、やっぱり病院への足でした。そんな中で帰りの便です。あるのです

けれども、午後の１便が早いと。早くて、特に投薬等の待ち時間があると、正直最初から迷惑

をかけたくないということで予約もできないというような方もいらっしゃいました。帰りの便

に少し余裕を持ってもらえるといいのだけれどもと。次の便になると、これは元気号の方もヒ

アリングしているので、併せての話になるのですが、帰りの便、次の便だと午後４時ぐらいに

なってしまうので、病院に通うのに一日がかりになってしまうと。また、朝の便を白老駅で、

苫小牧市にＪＲで通いたいのだけれども、そこの接続の声やホームセンターでできれば降車で

きるようにしてほしいという声も多かったです。 



 

 これも政策推進課を中心に非常に担当課の方たちと丁寧に何度も何度も協議を重ねていきま

したが、１つを変えるとまたいずい部分が出るといった部分を十分に認識できました。ただ、

あまり停留所を多くすると運行の時間がかかるようになってしまうので、そこも考えなければ

いけないという点も十分に理解できますが、平均乗客が今2.6人程度ということであれば、数か

所程度の停留所の増加は検討できるのではないかといった、要はなるべく町民の声に寄り添う、

町民の声に即す考えを持つことが地域公共交通の改革、ひいては共感が広がるまちに求められ

ているのではないかと考えますが、いかがですか。 

〇議長（小西秀延君） 大黒副町長。 

〇副町長（大黒克已君） ただいまの広地議員のご質問でございますけれども、もちろんこれ

までも地域公共交通につきましては地域の要望に寄り添った形でいろいろ見直しを行ってきた

ところでございます。その考えというのは今後ももちろん変わることなく、幅広い声を聞きな

がら、これも見直しを進めていきたいと考えています。ただ、全ての町民の皆さんの要望を必

ず全てかなえるというわけにはまいりませんので、その辺はいろいろと問題もあろうかと思い

ますけれども、ここは可能な限り寄り添って見直しを進めていきたいと考えてございます。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。大黒新副町長の初の答弁を賜りまして、私も初めて

です。交流促進バスぐるぽんに議論を移します。１台当たりの人数や評価について率直に伺い

たいと思います。ぐるぽんでありますが、端的に伺いますが、空っぽのバスが走っているとい

う指摘が随分寄せられていますが、町側の見解としてはどのように押さえているか伺います。 

〇議長（小西秀延君） 工藤経済振興課長。 

〇経済振興課長（工藤智寿君） ただいまの広地議員の質問にご答弁させていただきたいと思

います。 

 先ほど町長から１答目で年間8,697人ということで、ぐるぽん運行を２台体制でさせていただ

いております。確かに導入当時はコロナの影響もありまして利用されるお客様が非常に少なか

ったということと、それからもう一点、我々としてもコロナの本当に当初のときは外に出てい

くことが駄目というような雰囲気の中で、なかなか皆さんに周知を図れなかったというところ

は反省として持ってございます。ただ、昨年の10月から運行体制をちょっと変更させていただ

きまして、その中で着実に利用されているお客様が増えてきているのかなということで、我々

としては当然町民の皆様の足、それから観光客の皆様の足として利用していただきたいという

思いは持っておりますので、先ほど来お話のあります利用者の声を聞くということを中心に

我々も努めてまいりたいと考えているところでございます。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。一定程度乗車率が上がっている傾向にあるという話

を聞いていますが、確認の意味でもう一度伺いたいと思います。その実績の部分がまず１点。

そして、末広町の方から特に伺うのですけれども、町立病院に行くまでに30分はかかるという



 

お叱りをいただきました。運行が反時計回りに回っていて、ウポポイや駅へのアクセスなど諸

般の事情でこのような状況になったということは捉えております。ただ、運行便数が今16便で

すかね、循環しているほうの便は。この便数を、それほど数は多くなくていいのだけれども、

せめて山手線の内回り、外回りのように逆方向の便がないのかと。これは、栄町の方もどうし

ても、高砂町のほうを経由して運行されていますよね。今まで藤田内科が活躍されていたとい

うこともあったりして、ただなくなってしまった今、町立病院に求められるニーズが相当程度

高まっていることを考えても、運行便数を多少間引くなど、整理するなど見直しをかけながら、

逆回転の便を展開することは可能なのでしょうか。 

〇議長（小西秀延君） 工藤経済振興課長。 

〇経済振興課長（工藤智寿君） 便の在り方といいますか、変更の部分ができないかというお

話でございます。先ほども申しましたとおり、昨年の10月も町民の皆様の声をお聞きしながら

変更させていただいた経緯もございますので、必ずしも変更ができるとか、できないとかとい

うことではなくて、これはできます。ただ、お話のありましたとおり、全体的な中で様々な利

用者の声を聞いていて、どのような形が一番寄り添えるのかということが一つ大きなポイント

になろうかなと考えておりますので、今後の利用増も含めて町民の皆様の足にもなるように

我々は努めていかなければならないと思っておりますので、今後も引き続き十分検討していき

たいと考えてございます。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） これまで個別事業の展開について質問してまいりましたが、要は町民

の声にどうやって向き合うかが町側だけでなく私たち議会も含めて問われているのではないか

と感じています。 

 この点について３点目でもう一度まとめて伺いたいと思います。まず２点目、生活支援、介

護の位置づけ、実態把握等について。白老町の要介護認定率などの介護ニーズの把握状況につ

いて伺いたいと思います。厚生労働省は、介護保険事業の見直しなどの資料の中で、65歳以上

高齢者の要介護認定率は18.6％、75歳以上では32.1％、そして85歳以上では60.6％と年齢が上

がるにつれて大きく上昇すると推計していますが、私たちのまちの状況はどのようになってい

るか。 

 関連して、分かる範囲で結構です。白老町は、高齢者保健福祉計画や介護保険事業計画等々

において要支援や介護の将来推計を行っていますが、それとの対比によって白老町高齢者の介

護の現状がどうなっているのか、可能な限り具体的に説明願います。 

〇議長（小西秀延君） 山本高齢者介護課長。 

〇高齢者介護課長（山本康正君） 今のご質問にお答えいたします。 

 まず、介護の認定率についてお答えします。こちらは過去３か年の数字で申し上げますと、

令和２年においての介護の認定率が20.88％になります。令和３年度におきましては21.83％、

令和４年度においては21.84％ということで、やはり徐々に65歳以上の方における認定率は増加

しているということになります。それで、参考に申し上げますと、令和５年度の９月末現在で



 

いっても22.08％ということで、先ほどの令和４年度よりも上昇していることになります。 

 それで、今後の高齢者の方の状況といいますか、推計は高齢者の方の総数としては2025年度

をピークに徐々に減りつつはある。ところが、85歳以上の方が増えるということで、そういっ

た方々の状況もあり、認定率はずっと上がり続けるということはありませんが、上がり続けて、

徐々に低下していくということで、それはほぼ緩やかに認定率としては横ばいになるかと考え

ております。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。国のほうの試算によると、厚生労働省の調査では国

の85歳以上人口は2020年には620万人から2040年には1,024万人へと約1.7倍に急増すると推計

されています。白老町の場合は、認定率だけではなく認定者数の問題も生じているので、ある

程度のところまで行き着くと高齢者の方も減少を見せるとは思いますが、ただこれからもまだ

まだ2024年問題、そしてこれからの将来推計に向けた対策が急がれるのかなと捉えています。

厚生労働省のほうは、こういった制度改定に向けて介護ケアシステムの深化、推進、そして介

護人材の確保、生産性の向上、そして給付と負担の見直し等を自治体と連携しながら図ると言

っています。 

 特に白老町の現状を見ると、これからの介護認定率、そして介護者数が増えて認定者数の増

加を見据えるということを考えた場合、介護人材の確保の状況、これをまちとしてはどのよう

に捉えているか伺います。 

〇議長（小西秀延君） 山本高齢者介護課長。 

〇高齢者介護課長（山本康正君） 介護人材の関係でございます。介護人材におきましては、

町内の事業所の方に聞き取りをした中でも、ほぼ全ての事業所において介護人材が不足してい

るということをお聞きしています。特に訪問介護、いわゆるホームヘルプにつきましては、新

たな担い手の方がいらっしゃらないということで、ヘルパーの方も高齢化し、徐々に辞められ

る方もいらっしゃると聞いておりますので、新規にヘルパーの方を利用したいという方の受入

れもできないような状況で、サービスにもちょっと影響が出ているという状況も聞いておりま

すので、そこについては深刻な状況だと捉えております。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。公益財団法人介護労働安定センターによると、令和

４年度の介護労働実態を調査しましたが、課長のご答弁をいただいたとおり、不足感が66％で

推移して、７つの業種別で見て、やはり訪問介護員、ホームヘルプサービスの顕著な不足が見

られています。これは在宅福祉の３本柱の一つであり、ホームヘルパーの事業を導入される方

は施設に依存しない、比較的自立した方たちの生活を支援する傾向にありますし、この柱が毀

損してしまうと本人のみならず、家族の介護疲れや離職、転職、そして転出、あとは施設利用

増を招きかねないと危惧しますが、ホームヘルプサービスの役割の認識について改めて確認の

意味を込めて伺います。 



 

〇議長（小西秀延君） 山本高齢者介護課長。 

〇高齢者介護課長（山本康正君） 今のご質問にお答えします。 

 ホームヘルプサービスの役割ということですが、ホームヘルプサービスにも２つございまし

て、１つが身体介護ということで、要介護者で体の自由が利かなくなった方において例えばお

むつを交換するですとか、その方に代わっていろいろ身の回りのことをするということ、直接

的にお体に触れて身体の介護をする。例えば寝返りをさせていただくだとか、褥瘡ができない

ようにそういった身体介護をするというのが１つです。それから、生活援助ということで、例

えばその方に代わってお掃除するだとか、料理を作るだとか、そういった２つのホームヘルプ

サービスがございます。 

 それで、広地議員がおっしゃったように、ホームヘルプというのは地域包括ケアシステムの

中でなるべく在宅で住み慣れたところでずっといられるようにという柱になってございますの

で、全てが皆さん介護になれば施設に入るということではなくて、在宅で長くそこにいられる

ようにするためにはホームヘルプサービスは重要な役割を担っていると考えております。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。白老町社会福祉協議会のホームヘルパーステーショ

ンの常勤換算人数の推移を見ていくと、平成28年には6.3人であった訪問介護職員数は徐々に低

下を見せ、足元の令和５年では3.5人にまで減少しています。これは、介護保険法に基づく厚生

労働省令、指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準により、常勤換算人

数は最低限2.5人を守るようにといった省令に基づくと、この2.5人を辛うじて上回っている現

状です。これが2.5人を下回る基準違反が発覚すれば、指定取消しなどの行政処分が課される可

能性もある危機的な状況です。その上、ホームヘルパー３人のうち２人は現在65歳以上という

現状です。この２人の活躍があって何とか3.5人を確保している状況であり、５年後を見通せな

い危機的な状況。これは、言葉を換えれば末期的な症状とも映りますが、これに対しての見解

を伺いたいと思います。 

〇議長（小西秀延君） 山本高齢者介護課長。 

〇高齢者介護課長（山本康正君） 議員のほうからお話があったとおり、社会福祉協議会でホ

ームヘルプサービスにおいて今のような状況になっているということは、町としても承知して

おります。同様の問題というのは町内の多くの訪問介護事業所で起こっている状況でございま

すので、町としてもこの状況を放置するわけにはいきませんので、５年後、10年後もホームヘ

ルプサービスが維持できるように支援策というものを考えていきたいと思っております。ただ、

この部分については、国全体、全国的にも同じような状況になってございます。それで、事業

所としては介護報酬を国のほうに上げる。我々としても国のほうに要望して介護報酬を上げ、

従事者の方の報酬等も上げる。それから、経営的にも厳しい状況から脱却するというところも

考えていくためには国のほうにも要望していかなければいけないと捉えております。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 



 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。この議論の中で、国がやるべきこともあるし、当然

ですが、事業者がやるべきこともあります。ただ、町民の半分が高齢者であるこの白老町にお

いて、今後ともさらに高齢者、介護認定の方、つまりサービスの増加が見込まれる中で、逆に

サービスの提供者がどんどん減少していく状況、これを町民生活を守るという観点で捉えなく

てはいけないのではないかと感じています。つまり国のせい、もちろん事業者のせいもありま

す。でも、これはまちの問題、まちづくりの問題として政策的に特に介護人材の確保をまちづ

くりの視点から支援しなくては崩壊する危機と捉えますが、理事者の見解を賜れればと思いま

す。 

〇議長（小西秀延君） 大塩町長。 

〇町長（大塩英男君） 福祉人材の関係のご質問と思います。まちづくりの観点からというこ

とで、私がこの立場になっていろいろな事業者とお会いしてお話をさせていただきますと、本

当に人手不足なのだということで、町長、何とか本当にこの人手不足を解消してほしいという

ようなお話をたくさんいろいろな事業者から聞きます。これは、うちのまちだけの課題ではな

く、全国的な課題だとは捉えておりますけれども、いかにうちのまちでしっかりと人材確保を

していただけるような土壌づくりというのは、そういった下支えを行政としてしていかなけれ

ばならないというのは常日頃認識として持っております。 

 それで、介護人材ということで、介護人材不足につきましては昨年度から町として事業展開

をしておりまして、ここの部分をしっかりと町として、これは広地議員のご質問あったとおり、

白老町としてしっかりと介護人材を確保すべきだろうということで、ここにスポットを当てて

事業展開をしているところでございます。ですから、介護人材が不足したときにはいろいろな

部分での影響が大きいであろうというような観点から事業展開を進めておりますから、そうい

った意味では本町にとって何をすべきかということを的確に捉えた中で今後も事業展開を図っ

てまいりたいと考えております。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。このような介護人材確保の危機について各自治体も

解決に乗り出しており、２点にわたって質問しますが、まず１点目、一定の返済免除の要件を

備えた介護福祉士の修学資金貸付けの確立、介護福祉士の資格取得のためには、当然ですが、

学費、生活費の確保は欠かせませんが、栗山町立北海道介護福祉学校の調査によれば、令和５

年度に資金貸付けを行った法人、自治体は75に及びました。安平町は、月５万円、総額120万円

を貸し付け、町内の介護事業所へ就職、３年間で返還が免除される仕組みです。また、むかわ

町は、町内指定事業者への就業を前提に奨学金の返還を月額２万円、総額240万円の返済支援を

行っています。白老町が住み続けられるまちを目指すなら、国の問題もあります、事業所の問

題もありますが、介護の人材確保をまちの問題として捉えなければいけない情勢と考えますが、

この資金貸付けの問題についての見解を賜りたいと思います。 

〇議長（小西秀延君） 山本高齢者介護課長。 

〇高齢者介護課長（山本康正君） 広地議員のほうからお話がありました資金貸付けの関係で



 

す。こちらにつきましては、栗山町の専門学校のほうに通われている方に対する奨学金といい

ますか、貸付けし、一定程度働いていただければ免除するという制度についてはいろんなまち

でやっているということ、それから町内の事業所において独自にやられているということも

我々としては把握しておりますし、そういった部分について町の対応ができないかというのは

これまでも検討してまいりました。ここについては、実際いろんなまちなり事業所がそういっ

た部分で制度をつくっているものですから、またさらにそこは検討させていただいて、制度構

築に向けて対応してまいりたいと考えております。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。もう一点、最後にまとめたいと思います。人材研修

の自己負担の軽減です。白老町社会福祉協議会主催の介護職員初任者研修を履修する場合、５

万1,500円の自己負担が生じます。この負担に対して大幅な助成を設け、有資格の介護従事者を

確保する動きが盛んです。苫小牧市は受講料５万円以上なら４万円の支給がなされ、登別市も

上限４万円、そしてむかわ町は費用全体の３分の２を助成しています。これはちょっと驚いた

のですけれども、財政の厳しい夕張市でも一般の方は３分の２、女性には４分の３の費用を助

成して有資格者の養成に努めておられます。白老町も１万円は助成していますが、この助成割

合を拡充し、個人負担に頼らない人材育成にまちとして力を入れるべきではないかと感じます

が、いかがですか。 

〇議長（小西秀延君） 山本高齢者介護課長。 

〇高齢者介護課長（山本康正君） 今のご質問にお答えします。 

 我々としては確かに１万円の助成をしておりますが、それが現実的に全て自己負担がなくな

るような状況ではありませんので、そこについてはしっかりと中で検討させていただいて、今

の助成の在り方について今後どういった形がいいのかというのを検討させていただきます。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 介護の人材確保についてはこれで最後にしたいと思いますが、介護事

業は国がやること、事業者がやること、個々人がやること、様々な論点で論じられてきていま

す。確かに就職先の一つとして資格を確保するという、それは受益的な考え方と捉えれば、１

万円補助してあげているし、残りの４万円は自分で払いなさいと、そういった議論も成り立つ

のかもしれません。でも、今実際に住民の半分が高齢者、今後も増えていく中で、サービス提

供者までもが高齢化し、欠員補充もできず、事業所が維持できるかという瀬戸際である現実を

見たときに、国がやるべき、事業者がやるべき、個人がやるべきだけではなくて、住み続けら

れるまちをつくるという大義に至ったまちが支援をやるべきではないかと考えますが、この点

についての最後のご答弁を賜りたいと思います。 

〇議長（小西秀延君） 大黒副町長。 

〇副町長（大黒克已君） これまでの議論でございますけれども、全国的に介護人材が不足し

ているというのは、これは周知の事実でございまして、これに対して各自治体もそれぞれ力を



 

入れて、我が町に、我が市にということで確保に努めているという状況でございます。本町に

おきましても、これまでも多少なりともそのような助成を行いながら確保してきたところでご

ざいますけれども、ただ、広地議員のおっしゃるとおり、本町以上に他の市町村も力を入れ始

めていると。正直なところ、ここは人材の取り合いというようなところになってしまうような

状況も危惧しているところでございますけれども、かといって我々は何もしないというわけに

はいきませんので、住み続ける、今後住んでいただけるというようなことも、定住というよう

なことも含めましてトータルでこれまでの町の施策を見直して、他の市町村に劣ることのない

ような内容を検討しながら前に進みたいと考えてございます。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。生活支援の事業所についての関わり、訪問型サービ

スＢ、Ｄに関わっている事業所が町内に所在しておられますが、こういった事業展開に対する

評価、あとは事業展開上の課題を町としてどのように押さえているのかがまず１点。 

 そして、総合事業として訪問型サービスＢ、住民主体サービスを展開している自治体は道内

にどの程度あるのか、把握されているのであれば伺いたいと思います。 

〇議長（小西秀延君） 山本高齢者介護課長。 

〇高齢者介護課長（山本康正君） 生活支援の事業者の方におきましては、先ほど町長の答弁

でもございましたが、地域包括ケアシステムにおいて重要な役割を担っている。高齢者の生活

を支える。いろいろなお困りごと、それから足の部分の確保についてもそれぞれ重要な役割を

担っていただいていると考えておりますので、ここについては我々としても今後も永続的にそ

のサービスを提供できるように何らかの支援をしてまいりたいと考えております。 

 それで、住民主体型のＢの道内における実施状況なのですが、道内では15か所やってござい

ます。それで、こちらについては本町を含め15の市町村において訪問Ｂ型をやっていまして、

委託のところもございますし、一定の補助をして事業を展開しているというところがございま

す。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。これは、一つの快挙と言っていいのではないかと捉

えています。179ある自治体の中で少しずつ増えてはいるのだなと、私が調べた数年前はまだ

10か所もなかったので、徐々にですが、増えている中で、先駆的に白老町の中に住民主体サー

ビスが展開している。隣町にもないような事業所による事業を展開している部分というのは非

常に大きな意味があって、草取りだとか、雪かきだとか、ホームヘルプの制度ではどうしても

できない部分が出てしまう中で、そういったきめ細やかなサービスが展開できる仕組みがある

ということは、切れ目のない生活支援が可能になっている状況ではないかと感じています。例

えば買物に行っても、一緒に荷物を持ってあげたりしている姿は毎週見かけます。 

 こういったなくてはならないような生活支援が可能となっている状況は大変すばらしいこと

だと評価していますが、一方でこうした事業所の課題が町長からのご答弁にもあったとおりサ



 

ービス提供者の不足です。移動支援の状況もそうで、新規の会員を取るのにミーティングを開

いて、どうしようかと悩んでいるのです。私も参加させていただきましたが、福祉有償運送を

今４事業者が展開されていますが、その中でも福祉有償運送の取りやめすら検討している事業

者もいると承知していますが、サービス提供者は、つまりサービスをする側ですね、ドライバ

ーだとか、そういった方は自腹で会費を払っているのです。最低賃金以下で活動しているよう

な状況です。 

 しかし、潜在的な人の役に立ちたいという町民は確かにいるのです。第８期の介護予防・日

常生活圏域ニーズ調査によると、348名の回答数のうち24％を超える86人は有償ボランティアに

対して参加してもよいと答えていますし、1.7％の６人はぜひ参加したいと答えています。回答

者は、全員65歳以上の高齢者です。４人に１人の高齢者が有償ボランティアに関心があること

は事実です。この事実をきちんと受け止めて、実際に提供者へと展開を促す支援がどうしても

必要ではないかと捉えています。広報にもご支援をお願いして特集号を出すだとか、大々的に

魅力、待遇を訴えて、介護や生活支援に興味を持つ方にＰＲしてもよいのではないかと考えて

います。外国人の人材確保のために補助を出したりと、まちとしても人材確保に対しての対応

を取っておられることは評価していますが、思い切った人材確保への支援が必要ではないかと

いうことを生活支援に対しての最後の質問として伺いたいと思います。 

〇議長（小西秀延君） 山本高齢者介護課長。 

〇高齢者介護課長（山本康正君） 今のご質問にお答えします。 

 人材の確保というのは、住民主体の訪問型サービスを展開する上で非常に大きな課題となっ

てございます。こちらについては、有償ボランティアということで、議員おっしゃったように

潜在的にやってもいいという方はいらっしゃると我々も認識しておりますので、そこのマッチ

ングといいますか、そういった方の掘り起こしを含めて、社会福祉協議会にボランティアセン

ターがございますので、そういったところとしっかりタッグを組んで今後の事業展開を考えて

まいりたいと思っております。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。それでは、３点目、住み続けられる白老に向けた意

見聴取と反映について、２点にわたってこれまで質問してまいりましたが、要は住み続けられ

るためにもっと町民の声が届くまちにということを訴えたいと感じていました。町民の声が届

くという視点でここで伺いたいと思います。令和２年の11月12日に受理された陳情第１号、元

気号路線延伸（登別市）の陳情書は、虎杖浜、竹浦、両連合会長名で提出され、同年11月30日

に総務文教常任委員会に付託の上、12月８日、14日、２度にわたって議論の上、委員会全員の

賛成をもって委員会として採択すべきという意見、12月18日の本会議にて審査結果報告の上、

採決した結果、議会全員の賛成をもって採択すべきものと決定されました。この陳情採択に対

する町の見解と、行政上の対応を求めるものとして執行機関に送付されたと考えますが、この

処理経過の過程の報告を求めます。 

〇議長（小西秀延君） 冨川政策推進課長。 



 

〇政策推進課長（冨川英孝君） 令和２年12月18日の陳情書の採択ということでございます。

内容としては登別市への延伸ということの陳情でございますけれども、その後も登別市も含め

て、あるいは本町の地域公共交通活性化協議会、そういった中での議論はさせていただいてお

りますが、基本的には行政界を越えるものについては民間の事業者の都市間交通、都市間移動

の守備範囲というようなこともございまして、なかなか今実現には至っていないというような

状況でございます。一方では、今虎杖浜地区において民間のホテル事業者の皆さんが連携して、

登別駅を起点とするゆたら号というものを無償で運行してございます。そういった中では、各

ホテルに町民の皆さんが集まっていただければ、そこは混乗させていただけるというようなこ

とで、一部民間の力を借りながら登別市内への乗り入れ、そういったものが今実現できている

状況かなと認識してございますので、今後においてはその辺のところも含めて官民一体となっ

て、どの役割を担いながらそういった地域要望をかなえていくかということをしっかり議論し

てまいりたいなと考えてございます。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。白老町地域公共交通網形成計画における取組の方向

性６に明記されている町民の広域的な生活行動を支援する苫小牧市及び登別市等近隣市町への

広域公共交通の維持に対し、町としての取組状況ということで、これを踏まえてどのような対

応を取っているかについて質問してまいりました。登別市や苫小牧市の病院に通う町民が多い。

今町長答弁のほうでもいただきましたけれども、多様なニーズを捉え切れていない現状がある

と、私もそのように捉えています。 

 多様なニーズが本当にありました。いろんなイベントにも参加したい、その様々な思いもた

くさんありますが、第一にやっぱり病院への足、そして次に買物への足、この２つだけでいい

から、何とか考えてもらえないかというのが町民の願いだったのです。虎杖浜から町立病院ま

で通っている方は何名かいらっしゃいます。その方にもお話を伺いましたが、１時間15分はか

かると言われました。１時間15分かかるのですよ。30分以上かかると言った末広の方は、バス

に乗っているときに途中で気持ち悪くなってしまったという方がいるのですけれども、１時間

15分かかるのですよ、町立病院まで。ＪＣＨＯ登別病院が見えているのですよと言われました。

あの丘を越えたらＪＣＨＯがあるのだけれどもと言われました。 

 また、苫小牧市の病院に通っている方は、わがままを言っているわけではないと思うのです。

デマンドの午前便１本でいいから、苫小牧市のＪＲと接続してほしいという願いなのです。１

本接続してくれれば、そうしたら駅から歩いてでもタクシーででも行けるから、１本でいいか

ら接続してほしいという願いがありました。こういった切実な町民の声が届くまちにしなけれ

ばいけないのでないかということなのです。介護や生活支援の町民の声に対しても同じなので

す。国がやること、事業者がやること、自分がやることももちろんあります。受益者は、その

本人なのかもしれません。しかし、もしまちが共感広がる信頼のまちづくりを具現化し、町民

の視点に立ち、何ができるか、何をすべきかを常に考えるなら、住み続けられるまちにするこ

とこそ町民への第一の使命ではないですか。そのためには、生活を支える人、そして生活を支



 

える足が必要だということなのです。 

 令和２年11月改正の地域公共交通活性化再生法に基づいて、地域公共交通計画の作成が努力

義務とされています。そして、そこには補助制度と連動することとなっています。白老町の地

域公共交通網形成計画は、平成35年度までが計画期間とされ、現在延長されて規定されている

状況であると聞いていますが、新しい計画が必要な状況は間違いありません。その中で、そう

した今こそ徹底的に住民の声を聞くという姿勢の具体化、私たちも聞き、訴えますが、徹底的

に聞いて、できる限りその町民の声に即すという姿勢が共感広がるまちに必要なのではないか

と考えますが、この点の最後として町長の答弁を賜りたいと思います。 

〇議長（小西秀延君） 大塩町長。 

〇町長（大塩英男君） 広地議員から住み続けられる白老ということで、足の確保の部分と、

あとは福祉人材の確保を中心にご質問をいただいたところでございます。まず、足の確保につ

きましては、これは10月に開催させていただきましたタウンミーティングの中でもたくさんの

お声をいただきました。お話のあった買物へ行くのに何とかしてほしい、病院へ行くのに何と

かしてほしいという声をたくさんいただいたところでございます。日常生活を支える公共交通

の充実というのは私の公約事項でございますので、ここは先ほど副町長からもあったように、

全ての町民の皆さんの意見、声というのを全部拾い上げて、それを事業化すると、これは不可

能なことなのですけれども、可能な限り皆さんの声にお応えする。そういうような足の確保と

いうのはどうしても必要になってくるというか、利便性の向上に向けた取組というのは、これ

はとどまることがないと私は思っておりますので、取組を進めていきたいと。 

 ただ、一方では、公共として取組を進めるためには限界があるということで、先ほど課長か

ら答弁したように、登別市への延伸ということで、実は虎杖浜地区でのタウンミーティングの

中でも私はお話をさせていただきました。皆さん、目の前に商業施設がある、そこにどうして

も行きたくなりますよねと、その気持ちは重々分かりますと。ただ、白老町、行政としてそれ

をどのように支えていけるかというのは、これはまた別問題なのですというお話をさせていた

だいたところだったのですけれども、いかに行政として何ができるかということもしっかりと

捉えた中で取組を進めていきたいと考えております。 

 それで、先ほど１点、ぐるぽんのお話をいただきました。それで、ぐるぽんについては、タ

ウンミーティングの中で、町長、誰も乗っていないバスをどう思っているのという厳しいご意

見を頂戴いたしました。それで、町民の足というような観点からもいろいろ工夫して、利用し

ていただくような努力としては町としても行っております。さらに、一方では観光客の足とい

うことで、ぐるぽんは１つ性格を持っております。それで、実は昨日、今国が音頭を取ってウ

ポポイの誘客推進の検討会というのが開催をされましておりまして、その中で委員の皆さんか

ら、駅からウポポイまでの交通アクセスを充実すべきだというご意見があったのです。私はそ

れを見たときに、ぐるぽんという交流促進バスがあるのだけれどもなと実は心の中で思ってい

たのですけれども、それは何かというと、ＰＲ、周知がなっていないというような状況なのか

なと、これは町として反省をしたところでございます。ですから、町民の足というような観点

からも、周知というか、ＰＲはしっかりしていきたいと考えております。 



 

 総じて、やはり住み続けられる白老ということで、介護人材不足の部分、高齢化率の高いう

ちのまちにとっては将来的なことを考えたときにそこはしっかり、先ほどお答えさせていただ

いたとおり、うちのまちならではの事業展開というのも図っていかなければならない。そして、

町民の皆さんから意見のたくさんある足の確保をしっかりしていかなければならないというこ

とをしっかりと受け止めた中で取組を進めてまいりたいと考えております。 

〇議長（小西秀延君） ここで暫時休憩といたします。 

          休憩 午前１１時１１分 

                                         

          再開 午前１１時２５分 

〇議長（小西秀延君） 休憩を閉じ一般質問を続行いたします。 

 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。２、町民が活躍できる白老の在り方について。 

 （１）、高齢者大学、サークル団体、健康づくり関連のサロンなど、町民活動の成果と課題に

ついて伺います。 

 （２）、パークゴルフ、卓球など軽スポーツ振興策と展開、その成果について伺います。 

 （３）、町民活動の価値及び受益負担とその成果の押さえについて伺います。 

〇議長（小西秀延君） 大塩町長。 

          〔町長 大塩英男君登壇〕 

〇町長（大塩英男君） 「町民が活躍できる白老の在り方」についてのご質問であります。 

 １項目めの「町民活動の成果と課題」についてであります。 

 町内には、高齢者大学をはじめ、スポーツや文化芸術に関する様々な団体がありますが、そ

うした活動に参加することは円滑な人間関係を形成するとともに、健康の増進や、生きがいづ

くりにつながっております。 

 しかしながら、人口減少や社会環境への変化等により、構成員の高齢化と新たな人材の加入

が課題となっております。 

 ２項目めの「軽スポーツ振興策と展開、その成果」についてであります。 

 本町では、昨年度より教育委員会と保健福祉部局、民間団体及び飲食店らによる官民連携の

取組として、初心者向けのパークゴルフ体験講座を開催し、参加者の健康意識醸成に努めると

ともに、軽スポーツの魅力向上と施設の有効活用を図ってまいりました。 

 また、高齢者大学においてはパークゴルフや卓球などの運動クラブが展開されているほか、

各地区公民間等において卓球サークル団体が活動しております。 

 軽スポーツは健康維持のみならず、フレイル予防や地域のコミュニティづくりにも貢献して

いるものと認識しております。 

 ３項目めの「町民活動の価値及び受益負担とその成果の押さえ」についてであります。 

 誰もが元気で健やかに暮らせるまちづくりを進めるには、行政と町民が共に手を携え、課題

を解決していくことが必要であります。 



 

 そのためには、町民の皆さんが様々な活動に参加し、学ぶ喜びや体を動かすことの楽しさを

実感し、自らの健康づくりや、生きがいづくりに積極的に取り組む習慣を身に付けていくこと

が重要であり、白老町総合計画に掲げる将来像「共に築く希望の未来 しあわせ感じる元気ま

ち」の実現につながっていくものであります。 

 このことから、今後、さらに庁舎内及び官民の連携を強化し、町民の活動機会の充実に取り

組んでまいります。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。高齢者大学を先日訪問いたしました。ちょうど健康

マージャンを楽しんでいらしたサークルの方々がたくさんおられて、和気あいあいとした雰囲

気でした。また、一方では課題も散見されましたが、まず町側の高齢者大学に対する評価と課

題把握の状況や対応方向について伺いたいと思います。 

〇議長（小西秀延君） 伊藤生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（伊藤信幸君） ただいまの高齢者大学の現状と課題についての町側の捉えと

いうことでご答弁をさせていただきたいと思います。 

 高齢者大学につきましては、まず現在在籍をされていらっしゃる学生数が令和５年度で141名

の在籍になってございます。こちらの在籍人数につきましては、今から25年ぐらい前に遡りま

すと358人ぐらいいた時代もございました。年々と大学生としての在籍の人数が減ってきている

というところが１つ、課題になってくるかなと捉えてございます。また、今年度につきまして

は、新入学の１年生が久々に20人を超えたということで、新たなにぎわいを創出しているとこ

ろでございますが、ただ一方、１年生の平均年齢でいきますと今年度は72.5歳という状況にな

っております。全学年を通じましても78.3歳というような平均年齢ですが、学生の平均年齢は

今から７年前の平成28年の当時も平均年齢は78.2歳ということで、全体の平均年齢はそんなに

変わってはおりませんけれども、新入学をされる方々の年齢が昔よりは少し高年齢になってき

ているかなというところは１つ、課題と捉えております。そういう中では、１点目の課題とし

ては学生の加入者数が過去よりも少ないというところが１つ、課題になってくるかなと捉えて

おります。 

 それと、もう一点ですが、現校舎、こちらが昔の白老高等学校の校舎を使用した高齢者大学

の学びやとなっております。木造校舎を利用しているような状況で、バリアフリーの機能が果

たせていないというようなことが１つ、課題と捉えておりまして、現状につきましては外壁、

屋根等の腐食がひどいような状況になっておりますので、そういった施設の老朽化というとこ

ろが１つ、課題になっているところでございます。 

 そういうようなことを含めまして町として考えるところは、新しい高齢者大学の学びやにつ

いての移転についての在り方だとか、そういったところをこれまでも検討させていただいてい

たことと、今後さらなる高齢者大学の魅力化を図るためにはどうしたらいいかというようなこ

とも含めて課題と捉えているところでございます。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 



 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。高齢者大学の議論をする前に、関連として文化祭の

話をしたいと思います。先日、町民文化祭が行われ、高齢者大学や各種文化団体の皆様が個性

的な作品を展開されておりまして、舞台発表も再開され、出演関係者はもちろんのこと、事業

準備や後始末などに当たった職員各位に心から敬意と感謝を申し上げたいと思います。この文

化祭の意義と事業効果をどのように押さえているのか、端的で結構ですが、答弁願いたいと思

います。 

〇議長（小西秀延君） 伊藤生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（伊藤信幸君） 文化祭の成果につきまして、こちらにつきましては町内の文

化芸術団体の皆様、様々な分野、それぞれの地域でご活躍をされております。その中で文化祭

を開催することによって、皆さんが日々活動されてきた作品等の展示、そういう中で町民の皆

さんに広くこれまでの活動を知っていただける場になってきているのかなと捉えております。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。文化祭、私は通いましたけれども、この展示が励み

になっている方、また張り合いややりがいになっている方を何人もお見かけしました。ただ、

どうしても展示の苦労が、年も取って大変だとおっしゃっている方が何名かいらっしゃいまし

た。一例としては、現在白地の展示ボードがないのです。濃い色の展示ボードはたくさんある

のですけれども、その中で花などの鮮やかな作品を引き立てるためにどうしても白地で展示を

したいということで、サークルの方たち総出で自分たちでぺたぺた白い紙を貼っているのです。

ただ、ちょっと高いところに上るのも年としてもう大変なのだということもありまして、何枚

かでいいので、白台紙の展示ボードを導入して、さらに文化祭の魅力の醸成や町民の作品展示

の意欲喚起を行ってはどうかと考えましたが、いかがですか。 

〇議長（小西秀延君） 伊藤生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（伊藤信幸君） 文化祭でご活用をいただいておりますコミュニティセンター

の備品としましてのパネルでございますが、全体的にはグレーの色調でのパネルをご用意をさ

せていただいております。今回参加されておりました団体の一部のご意見の中では、そういっ

た作品が映えるためには白地のほうがいいというようなご意見だったかなと捉えてございま

す。 

 まず、これまでも文化祭の会場準備、撤収に当たりましては、文化団体連絡協議会の役員と、

そしてそれぞれの加盟されている団体の皆さんの総出で準備、撤収を行ってきておりましたが、

団体の皆さんの高齢化だとかというところも現状としてございまして、その実動部隊の中には

地域貢献という意味合いもあって白老駐屯地の皆様のご協力をいただいて設置のお手伝いをい

ただいているというような状況になっております。そういう中で、高齢化で準備がなかなか難

しいというような現状がもしあれば、そこは主催者であります文化団体連絡協議会と共に展示

のしやすさへの工夫だとか、そういったところをどうできるかというところを考えていきたい

と思っております。 



 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。高齢者大学の校舎老朽化について、かねてから議論

されてきました。私も議員になって以来。ある学生の方が言いましたけれども、高齢者大学が

ある日はトイレに行かないように朝から水分を控えているだとか、また高齢者大学が終わった

らみんなで生協のトイレに行くから、生協のトイレが混んでいるよというお話です。ちょっと

笑えないような、熱中症対策の時代にそぐわない状況でした。私も施設見学をさせていただい

たときに、非常口だとか、あと階段が少しあったりするだとか、段差の問題や、あとはトイレ

の老朽の問題がありまして、この抜本的な解決としてこれまで数年来にわたって様々な場所の

移転候補を検討してきた経過は承知をしていますが、抜本的な解決として、教育長の行政執行

方針にもこのように明記されております。創立50周年を迎える令和６年度を目途に、望ましい

学習環境への機能移転についての方向性の整理や周年行事等の開催に向けた諸準備を進めてま

いるといったことです。望ましい学習環境への機能移転とは、つまり移転ということではない

かと捉えておりますが、抜本的な解決、移転に対しての決断というのはいつするのでしょうか。 

〇議長（小西秀延君） 安藤教育長。 

〇教育長（安藤尚志君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

 現校舎については、もうこれ以上改修工事は無理という判断で、それに従いまして、いろい

ろ機能を分散するとか、そういう様々な手法を考えてまいりましたけれども、現実的には分散

して活動していくことも困難という状況の中で、新たな拠点となる場所を見つけて、そこに移

転していくという方向でおります。そのことについては、現在役場の理事者を含めて経営会議

の中で一定限そのことについて議論をしておりまして、具体的にまだ全て固まり切れたわけで

はありませんけれども、今年度内には一定限の方向性を具体化していきたいと考えております。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 来年高齢者大学は50周年を迎えます。後段の議論に関わるので、この

50年の歴史の中で高齢者大学の果たしてきた役割をどのように押さえているかについて伺いた

いと思います。 

〇議長（小西秀延君） 伊藤生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（伊藤信幸君） 高齢者大学の果たしてきた役割というところで申し上げます

と、高齢者大学の基本的な考え方につきましては、学生の皆様が心身の健康維持に努めていく、

そして増進に努めていく、そして多彩な能力の開発ですとか、社会参加の推進というようなこ

とを目標に掲げた高齢者大学の運営でございますので、そういう中で学生の皆様がそれぞれ生

きがいを持たれて生き生きと活動されてきたというところは、まちの活性化というか、元気な

高齢者の一翼を担ってくださっていたと認識をしております。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。高齢者クラブの指導員の方に話を伺いました。伺っ



 

たところ、マージャン卓は色が違うなと思ったのですが、伺うと学生の手作りでありました。

自分たちで要らないからと持ってきたものを活用しながら、ああやって椅子に座ってマージャ

ンできるようにするというものを作られていたり、自分たちで何とかしようという自主性が感

じられました。指導員の方は、このように言っていらっしゃいました。大学は、学生が社会と

つながるツールである。大学があるから、身なりを整えるし、努力するし、楽しいのだと。こ

の大学がないとエネルギーが湧かないと。コロナ禍で休学されていましたよね、その中にもか

かわらず大学に来る学生も結構いらっしゃったのだそうです。指導員室にいて、まだかねと言

いながら帰っていくそうです。大学に通うということがもはや第二の居場所となっていて、そ

れに対しての居場所としての機能まで果たされていらっしゃいました。また、今年ですが、88歳

で新入学された方もいらっしゃると聞いています。お元気でした。私はお会いできまして、入

って楽しいとお話をされていらっしゃいました。新たな出会いの場でもあるのです。 

 こうしたたくさんの魅力を持つ大学に通いにくくなるということは、避けなければいけませ

ん。特に移転で懸念されるのは通学の足です。徒歩や自転車での通学者もいらっしゃると伺っ

ていて、移転で学生が大幅に減ったということがないような配慮が移転には欠かせないと考え

ますが、見解と対応に向けたお考えを伺いたいと思います。 

〇議長（小西秀延君） 安藤教育長。 

〇教育長（安藤尚志君） 議員からご指摘いただきました学生の皆さん方の足の確保というの

は、現在検討している課題の中で大変大きな課題の一つになっております。移転して、せっか

く建物としては現校舎よりも立派な建物を用意したとしても、不便さが増してしまって学生の

皆さんが足が遠のくのであれば、これは本末転倒でございますので、その辺は一体として、利

便性についても十分な配慮をしながら移転を考えていきたいと考えております。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。課題とともに、今年度で20人を超える新しい学生が

入学されたといったうれしい話も伺いました。新規の学生をもっともっとお迎えしたいと指導

員の方も言っておられました。新規学生を迎えると在校の方たちも元気になると言っていまし

た。50年の節目を迎える。この節目をただの記念だけにしない。移転もただぼろぼろだから移

転しましたという取組だけにしないという、もっと発展させるための取組の一環として位置づ

けることが必要ではないかと考えています。高齢者大学という名前のままでよいのかどうかと

いった抜本的な高齢者大学のありようを議論してもよいのではないかといったお話もありまし

た。 

 また、新入生でいっぱいの50周年にする取組も必要ではないかと捉えています。特集号を出

すぐらい、新学期には思い切った勧誘や紹介を50周年の事業として取り組む。また、興味ある

方は結構いらっしゃるのですけれども、私の父もそうなのですが、友人や知人がいないから入

りにくいと。卓球をやりたいのだけれども、なかなか友達がいなくてねというようなためらい

も聞かれました。相当数いると感じています。本物の大学には新歓コンパというものがありま

して、新入生の方たちが入るための機会を設けたりしながら、最大限新しい方、友達、既存の



 

知人がいない方でも入りやすい配慮を設ける期間を設けています。こうした新規入学者を思い

きって迎え入れるという姿勢を、大学の持つ価値を再評価しつつ、50周年の節目を迎えるとき

に今果たしていかなければいけないと考えますが、学長でもある教育長の見解を賜りたいと考

えます。 

〇議長（小西秀延君） 安藤教育長。 

〇教育長（安藤尚志君） 議員のほうからいろいろご指摘いただいた内容をしっかり私どもも

受け止めたいなと思っておりますが、移転というのは単なる校舎が移るということではなくて、

ご指摘があったように新しく生まれ変わる、リスタートしていく、そういう高齢者大学にした

いですし、また魅力化という部分についても、従前どおりのものをそのまま移すのではなくて、

新しい校舎の中で、新しい建物の中で生まれ変わるといいますか、令和の時代にふさわしい高

齢者大学の在り方というものを学生の皆さん方と一緒に考えながらつくり上げていきたい。 

 あと一つ考えているのは、高齢者大学はどちらかというと、ちょっと言葉は不適切かもしれ

ませんが、閉ざされた大学だったのです。学生の皆さん方が自己のいろんな趣味や興味に取り

組んでいらっしゃる、そういう場でありましたけれども、これから求められるのは社会とつな

がっていく、社会に開かれていく、そういう施設にしたいなと考えていますので、今年もいろ

んな大学の行事については、学生はもちろん参加していますけれども、後ろのほうに一般町民

の皆さんにもご案内して、少しでも大学の活動について理解を深めていただくというような取

組もしております。そうした取組も今後進めながら、より地域に開かれた多くの方に利用して

いただける、そうした高齢者大学にしてまいりたいと考えております。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。教育長の教育行政執行方針の中にも、答弁賜ったよ

うに、学生をはじめ、地域の高齢者と子供たちの世代間交流の実施を通して生きがいにつなげ

たり、開いていくと、もっとさらに開いていくと、そういったような姿勢を答弁から感じまし

た。学生のためだけの大学ではなくて、高齢者大学が果たしている役割を社会的機能として、

まちづくりの一翼を担っていただいているという認識の下でさらなる事業展開を望むものであ

ります。 

 ２点目になりますが、パークゴルフ、卓球など軽スポーツ振興のほうに議論を移したいと考

えています。パークゴルフの健康に及ぼす効果に関して三重大学と志摩市の共同研究の報告書

を拝読しましたが、その中でパークゴルフ実践者の健康度は有意に優れており、血圧やコレス

テロール、ヘモグロビンなどの数値が実践者がより抑えられているといった結果が得られたと

のことでありました。当時の日本パークゴルフ協会の前原会長による文部科学省主催の取組に

よる「パークゴルフとまちづくり」という講演がありました。その中においては、氏はパーク

ゴルフがまちづくりに及ぼす影響として住民相互の仲のよさの醸成、健康向上、経済効果を挙

げておられました。このように、パークゴルフというのはまちづくりにも一定程度寄与してい

るのではないかという考えが示されていましたが、町側の見解を求めたいと思います。 

〇議長（小西秀延君） 伊藤生涯学習課長。 



 

〇生涯学習課長（伊藤信幸君） 町内のパークゴルフの環境につきましては、町内に民間のパ

ークゴルフ場が複数ございまして、その中では一般町民の皆様の利用以外に町外からも多くの

利用者が来られているという現状と捉えておりますので、関係人口の創出、来てくださったと

きにはやはりそれなりに経済の循環にも貢献していると捉えているところでございます。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 13番、広地です。最後、価値と受益、成果の押さえです。１点目、２

点目で様々な町民活動を取り上げておりましたが、こうした活動が生み出す果実はその人だけ

のものではない。まちのためやまちづくりにつながっているという点であります。人との関わ

り、活動によって心身の健康がもたらされ、それがひいてはまちのためにもなる。受益者は個

人だけのものでなく、まちにも恩恵があるという点を捉えていますが、見解を伺いたいと思い

ます。 

〇議長（小西秀延君） 伊藤生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（伊藤信幸君） ただいまのご質問でございますが、先ほど町長から答弁がご

ざいましたとおり、町民の皆さんが元気になっていくこと、それがまちづくりにつながってい

くというような捉え方になるのかなと担当しても捉えてございます。元気な方が増えていくこ

とで、例えば医療費抑制につながるだとか、そういったようなまちにとっても大きなメリット

が生じてくると捉えてございます。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 様々な事業展開をしていらっしゃいますが、ちょっと視点を移しまし

て健康といった部分に焦点を当てて、健康増進に関わっての議論をしたいと思います。事業に

おいての受益者は、その個人だけのものではありません。代表的な例として、健康増進に関わ

る事業の成果を見ていきたいと思いますが、国は市町村分500億円の交付金を予算化して、保険

者努力支援制度の点数獲得状況に応じて自治体に重点交付するとしていますが、白老町として

こういった保険者努力支援制度の点数獲得状況をどのように押さえているか伺います。 

 また、様々な健康増進事業に取り組んでいますが、その成果をどのように押さえているか。

要は健康なお年寄りが増えることによって様々な影響、まちにもいい影響がもたらされるので

はないか捉えていますが、その辺りの具体について伺いたいと思います。 

〇議長（小西秀延君） 山本高齢者介護課長。 

〇高齢者介護課長（山本康正君） 議員のご質問でありますが、我々の介護のほうの保険者の

努力支援制度というのが当然ございまして、それにおいて我々事業をそれぞれ展開し、獲得、

それに比して交付金をいただいております。当然その中には、介護予防の事業についても介護

予防サロンですとか、健康体操ですとか、そういった事業を展開するということも行っており

ますし、例えば介護予防サロンにおきましては令和４年度でいきますと33回、160人の参加をい

ただいておりますし、健康体操においても196回、2,878人の参加をいただいておりますので、

今後も拡充しながら保険者の交付金については獲得を拡充していきたいと考えております。 



 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 特に健康福祉課が進められている健診や保健指導の関係を見ていきた

いと思います。健康増進計画など計画を持って進められていることは承知しておりまして、従

来から高血圧や脂質異常や糖尿病などの基礎疾患から心疾患や脳疾患、そして糖尿病の合併症

などの重症化が進んでいた白老町の１人当たりの医療費は、平成27年度では全道で外来で30位、

入院で27位と高額な医療費がかかるまちでありましたが、私の手元の資料の中で拝見すると、

特定健診の勧奨と、特にここは特筆すべきだと思うのですが、50％を大きく超える他自治体と

比較しても誇るべき特定保健指導の実践によって医療費は低下、または大きく抑制に成功され

ており、私の手元の資料では平成30年度、外来では66位、入院は70位へと大幅に改善を見せて

おりました。平成27年度から30年度の医療費の伸び率は、外来で146位、入院で159位と全道で

北海道内179自治体の中でも特に医療費の伸びを抑制できたグループに位置づけられる結果を

示していました。こういった保健指導を中心とした様々な取組が、健康体操やサロンの実績も

ご答弁をいただきました。こういったような取組が健康なお年寄りの健康増進に対して大きく

寄与して、結果的にその果実がまちにもいい意味で反映されているのではないかと捉えていま

すが、担当課としての押さえを伺いたいと思います。 

〇議長（小西秀延君） 渡邉健康福祉課長。 

〇健康福祉課長（渡邉博子君） 特定健診、あと特定保健指導についてお答えさせていただき

たいと思います。 

 生活習慣病予防のために、40歳から74歳の方を対象としまして保険者が実施しております特

定健診でありますけれども、受診率はコロナ禍によりまして一時受診率が下がった時期もござ

いましたけれども、令和４年度になりましてはコロナ禍拡大前までの受診率に戻りまして、

1,065人の方が受診し、受診率が36％でした。また、その健診をやった後に、メタボに該当する

方につきましては保健師や管理栄養士が行う特定保健指導がございますけれども、ここ数年

60％台で推移していた実施率なのですが、令和４年度には大きくその実施率が上回りまして

76.5％となってございます。この指導率が上がったことによりまして、高血圧であったり、高

血糖、また高コレステロールの改善率がいずれも上昇しているというような状況がございまし

て、健康増進のためには特定健診、また特定保健指導というのは大きな効果をもたらしている

ものだというような捉えでございます。 

〇議長（小西秀延君） 13番、広地紀彰議員。 

          〔13番 広地紀彰君登壇〕 

〇13番（広地紀彰君） 最後の質問にしたいと思います。こういった実績の押さえも同じです。

つまり最大の福利は、当然ですが健康に過ごされている町民かもしれませんが、まちも医療費

の伸びの抑制や保険者努力義務の達成によって大きく利益があるのではないかと捉えていま

す。このことからすると、もっとさらに町民の活動や健康づくりに光を当てて、受益者負担の

見直し等を通し、政策として支援を具体的に行って、より一層の充実、予算確保に努めて事業

理念の具現化を図るべきではないか捉えています。町民一人一人がまちの財産であると宣言さ



 

れた町長に対し、町民の健康、活動の支援の具現化に当たってのお考えを賜って、質問を終わ

りにしたいと思います。 

〇議長（小西秀延君） 大塩町長。 

〇町長（大塩英男君） 町民が活躍できる白老の在り方ということで、広地議員から高齢者大

学の件と、あとスポーツと健康増進ということでのご質問だったかなと思っております。まず、

高齢者大学につきましては、教育長からお答えさせていただいたとおり、移転先ですとか、ス

ケジュールですとか、そういった一定限の方向性を今年度中にお示ししたいと考えております

ので、ご理解をいただきたいと思います。 

 それと、もう一点、スポーツと健康増進ということで、ここの部分について、パークゴルフ

のお話も出てきたのですけれども、私も町内のパークゴルフ大会にお招きをいただいて、２回

ほどパークゴルフ大会に足を運ばせていただきました。町民の方、そして町外の方がたくさん

お集まりになって、本当に活力いっぱいで、笑顔あふれる形で皆さんパークゴルフを楽しまれ

て、これがきっと健康増進につながるのであろうなと実感したところでございます。そういっ

た意味では、パークゴルフに限らず、軽スポーツ全体で、ここは健康増進につながるというこ

とや、スポーツ機会の充実ということで町は今年度に入って取組を進めておりますので、この

辺も含めた中で今後もしっかり事業展開を図っていきたいと考えております。 

 さらには、白老町は昭和51年にスポーツ都市宣言というのを宣言しております。その宣言の

中では、心豊かにたくましい体をつくろうということで宣言をしています。まさしくそのとお

りだなということで、高齢者の方も、そして小さいお子さんも、町民みんなでスポーツ、体を

動かして心豊かに、そしてたくましい体をつくる。これによって健康増進にもつながるという

ような観点でありますので、この辺はしっかりと活力あふれるまちということで取組を進めて

まいりたいと考えております。 

〇議長（小西秀延君） 以上をもって13番、広地紀彰議員の一般質問を終了いたします。 

 暫時休憩いたします。 

 


